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各単語列は続けて読むと何らかの意味がありそうです。上に三行あります。
移住は木造船でも可能と連絡があった様です。

aadak ardabadaum kdaaadargab daftar aadagarb kar aaar sand sb
幾らか強く土地が押した家で、後の支配農地は地方だった。貧しい土地は幾らか隅にできた。

後の土地は所有地が国土の国だった。

dararda kdagazi
農地や土地が小さく 後に隅ができた。

aadata kaid kdaifb kdakazi saqdaqa
暫く後に助けの通知があり、木(の船)でも可能、その他少しの費用

paatdaum batdas nadapattqab badasdaum fasafdafda aabaadak battb aafabadak
大半の家は多くの出入りだった。小さく無く平常でない地震が出入りの家の傍にあり、遠い国
もどんどん豊かさが小さくなった。全ては幾らか強く多くの国に有り、交流が基本だった。

sbatdar fatb nadaqttb dafttb bqttdasaid kdar arb sand sand sttazi aadaum
完成しない農地は遠い国で統治の無い国だった。貧しい国では古く集まった出入りの助けで
後に農地が生まれ、次々と国土ができた。止まらない可能性が幾らかの家にあった。
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badar aaqttb nadafttb nadaqtdasb nadaftdata s nadaqtdaum kadarand dafaum bqtttda
農地毎に元気の無い国は、貧しくない国のナダクトダ国だった。
貧しくない家ができて無統治家が、後に農地だが豊かな希望で古い集まりが沢山だった。

saatdar badaum nadaqttdata aadar aadaum nadaqttdasb sarttd
大半の農地は軒並み無自立が集まった家で、幾らかの農地は幾らかの家であった。
ナダクツツダ国はボスがまとめた。

下に単語列が二行あります。

badaqatb daftdaum
費用に従い 貧しい家

daqttdak dardaum daumataatdazi daqdaum k
自立の集まりは強い農地と家 家に仕事を増やし 自立家は後
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gdatabadasb aadatasand gaadas baatdata padata nadafttk batb artkda aumgab
グダウムバツダ国は幾らかの家の国土で、グアアダ国は家を増やした。離れた家は
貧しくない方向に変化し、土地への方向は小さく希望は砂利(が多い事)だった。

kdand aadaum padata badata badaum nadaqadaum aadar aadata badaqttb aaqaaab bqttazi
後は悪く幾らかの家は離れた家で次々と軒並みになった。資産の無い家は幾らかの農地や
幾らかの家が悪くて小さい国だったが、離れた全てが元に集まることができた。

kanaadar batdar nadaqadasb dastdar bqbattb aadaum batdasb kai aatdaum kand
黄金の幾らかの農地は大変強く、ナダクアダ国では出入りの無い土地を古い多くの国にした。
幾らかの家のバツトダ国は見込みで家を増やして後に続いた。

batdar naqttdasb aadaum sand fatdaum aumaatdaum aatqb aatdaum aatdaqab daqtdaum
多くの農地のナクツツダ国は所有家の国土で、遠くない家は家に家を追加した。
地域を加え家を増やし資産を増やして統治家とした。

b and aatqttb aadaum aadatadasb aadak daumaadar nadaqtdata daqttdata aatata k aum
人と小国を加え所有家のアアダウムダ国は幾らか強かった。
家や幾らかの農地は統治の無い家で、統治された家は家を増やして領地とした。

aadaum aatdaum aab aaqatdasb dafdaumaatb
幾らかの家は家を増やして全てアアクアトダ国とし、豊かな家は人を増やした。


